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構造は Hash Data Base と呼ぶメイルに
特 化 し た 記 憶 構 造 と 、 Direct-Mapped 
Cache と呼ぶ高速検索の仕組みから構成さ
れている。この中で Hash Data Base の部
分はメイル情報に特化しており、研究では、


























































z 異なり数が 600 以上の(a,b,c,d)






























































 は、各 CM がどのようなイメージ効果を視聴
者にもたらしたかの分析結果を示している。  
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